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 要 旨 
背景： 
一般的なスウェーデン人における不眠症との関連をその要因や日中の症状なについて検

討した。 
方法： 

19 から 75 歳の一般のスウェーデン人（約 6 百万人）に横断的な郵送調査を実施、た。

国民登録から無作為に抽出した 1705 名の対象者のうち 1209 名がアンケートに回答した。

アンケートへの参加率は 71.3％で、157 の社会人口統計学的、睡眠環境、睡眠の質、症状

は健康に関すること質問を含んだ。 
結果： 
対象者の 32.1％（95％CL：29.5-34.8）が少なくても週に４日以上の入眠困難(DIS)か、

睡眠維持困難(DMS)あるいは非回復性睡眠（NRS）がみられた。対象者の 6.3％は DIS で

DMS が 14.5％、NRS が 18.0％であった。 
ロジスティック回帰分析の結果、むずむず足病、睡眠時無呼吸、うつ病、気分障害などが

DIS,DMS と関連がみられたが NRS とは見られなかった。 
都心部に住む者（OR:2.0）と日常の飲酒者（OR:4.6）は NRS との関連が見られた。日中

の症状は不眠症の 75％以上で確認された。DIS、DMS、NRS のいずれにおいても日中の疲

労と関連があり、Epworth スケール(日中の眠気指数)により判断された過度の眠気とは関連

がなかった。多変量解析では、DIS は睡眠薬や、自然な睡眠活性化誘導物質（シチジンデ

アミナーゼ化合物）の使用と関連が見られた。 
まとめ： 
スウェーデン人における週に４日以上の不眠は高頻度でみられ、人口の 1/3 に達すること

が分かった。NRS は、DIS や DMS とは異なった病因学的な原因が示唆された。 

 




